
平
成
二
十
八
年
九
月
二
十
六
日
提
出

質

問

第

七

号

核
先
制
不
使
用
政
策
に
関
す
る
質
問
主
意
書

提

出

者

阿

部

知

子

7



核
先
制
不
使
用
政
策
に
関
す
る
質
問
主
意
書

本
年
七
月
二
十
七
日
、
米
国
元
政
府
高
官
・
科
学
者
ら
が
公
開
書
簡
「
日
本
に
対
す
る
米
国
先
制
不
使
用
（
Ｎ
ｏ－

Ｆ
ｉ
ｒ

ｓ
ｔ－

Ｕ
ｓ
ｅ
）
政
策
支
持
の
要
請
」
（
以
下
、
「
米
書
簡
」
と
い
う
。
）
を
公
表
し
た
。
同
日
、
原
子
力
資
料
情
報
室
、
原

水
爆
禁
止
日
本
国
民
会
議
、
ウ
エ
ブ
サ
イ
ト
核
情
報
の
三
者
は
公
開
書
簡
「
米
国
が
核
の
先
制
不
使
用
政
策
を
採
用
し
て
も
日

本
は
決
し
て
核
武
装
し
な
い
と
宣
言
し
、
さ
ら
に
同
政
策
を
支
持
す
る
よ
う
に
と
の
要
請
」
（
以
下
、
「
国
内
団
体
書
簡
」
と

い
う
。
）
と
と
も
に
安
倍
晋
三
内
閣
総
理
大
臣
、
岸
田
文
雄
外
務
大
臣
及
び
中
谷
元
防
衛
大
臣
宛
に
提
出
し
た
（
提
出
に
あ

た
っ
て
は
阿
部
知
子
事
務
所
が
取
り
次
ぎ
を
し
た
）
。

そ
の
後
、
安
倍
総
理
が
ハ
リ
ス
米
太
平
洋
軍
司
令
官
に
対
し
、
米
国
の
核
先
制
不
使
用
政
策
採
用
に
反
対
す
る
意
向
を
表
明

し
た
と
報
じ
ら
れ
、
総
理
は
こ
の
報
道
を
否
定
し
た
が
、
先
制
不
使
用
政
策
そ
の
も
の
に
つ
い
て
は
明
確
な
見
解
を
明
ら
か
に

し
て
い
な
い
。
し
か
し
な
が
ら
、
日
本
政
府
が
先
制
不
使
用
政
策
に
反
対
し
て
い
る
と
の
疑
念
は
巷
間
強
く
、
二
つ
の
公
開
書

簡
の
背
景
を
な
し
て
い
る
。

本
件
や
核
兵
器
禁
止
条
約
を
巡
る
態
度
等
、
日
本
政
府
の
「
核
な
き
世
界
」
実
現
へ
の
本
気
度
が
問
わ
れ
て
い
る
中
で
、
日

本
政
府
と
し
て
は
改
め
て
「
核
な
き
世
界
」
へ
の
コ
ミ
ッ
ト
メ
ン
ト
と
と
も
に
、
具
体
的
な
道
筋
を
明
ら
か
に
す
べ
き
で
あ

一



り
、
前
述
公
開
書
簡
へ
の
日
本
政
府
の
見
解
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
は
そ
の
一
助
に
な
る
も
の
と
考
え
る
。

よ
っ
て
、
以
下
質
問
す
る
。

一

米
書
簡
、
国
内
団
体
書
簡
と
も
に
、
核
先
制
不
使
用
政
策
を
始
め
と
す
る
核
の
役
割
低
減
政
策
を
米
国
政
府
が
採
用
す
る

こ
と
を
日
本
政
府
が
支
持
す
る
よ
う
求
め
て
い
る
。
日
本
政
府
と
し
て
、
米
国
に
よ
る
核
先
制
不
使
用
政
策
採
用
に
賛
成
か

反
対
か
、
明
確
な
立
場
を
示
さ
れ
た
い
。

二

米
国
が
核
先
制
不
使
用
政
策
を
採
用
す
る
こ
と
に
反
対
す
る
議
論
の
一
つ
と
し
て
、
同
政
策
が
日
本
を
核
武
装
に
向
か
わ

せ
る
か
も
し
れ
な
い
と
い
う
も
の
が
あ
る
。
米
書
簡
は
「
日
本
国
民
は
圧
倒
的
に
核
開
発
に
反
対
し
て
い
る
」
と
し
て
こ
の

よ
う
な
議
論
に
疑
問
を
呈
し
て
い
る
が
、
国
内
団
体
書
簡
は
米
国
政
府
内
に
存
在
し
て
き
た
疑
念
に
言
及
し
、
だ
か
ら
こ
そ

「
米
国
が
先
制
不
使
用
政
策
を
採
用
し
て
も
日
本
は
決
し
て
核
武
装
し
な
い
と
宣
言
す
る
こ
と
」
を
日
本
政
府
に
求
め
て
い

る
。
こ
の
際
、
日
本
政
府
の
立
場
を
明
ら
か
に
す
べ
き
で
あ
る
と
考
え
る
が
、
こ
の
宣
言
を
す
る
つ
も
り
が
あ
る
の
か
否
か

明
確
に
答
え
ら
れ
た
い
。

三

仮
に
日
本
政
府
が
米
国
に
よ
る
核
先
制
不
使
用
政
策
採
用
に
反
対
し
、
ま
た
、
二
で
述
べ
た
よ
う
な
宣
言
を
見
送
る
の
で

あ
れ
ば
、
そ
の
理
由
を
明
確
に
し
、
「
核
な
き
世
界
」
実
現
に
向
け
て
の
代
替
の
道
筋
を
明
ら
か
に
す
べ
き
で
あ
る
。
そ
の

二



際
、
国
内
団
体
書
簡
が
質
し
て
い
る
通
り
「
日
本
政
府
は
い
か
な
る
シ
ナ
リ
オ
に
お
い
て
米
国
が
先
に
核
兵
器
を
使
っ
て
核

戦
争
を
始
め
る
こ
と
を
願
っ
て
い
る
の
か
を
日
本
国
民
及
び
世
界
に
明
確
に
説
明
す
る
こ
と
」
も
求
め
ら
れ
る
。
以
上
の
全

て
の
事
項
に
つ
き
、
政
府
の
認
識
を
明
確
に
示
さ
れ
た
い
。

右
質
問
す
る
。

三


